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シェイクスピアの臼マンス劇における母、妻、娘の表象

一一女性の身体とセクシュアリティー一

The Representation of Mothers， "'九Tivesand 

Daughters in Shakespeare' s Romances 

一一 FemaleBody and Sexuality--

山口和世

【要約】 Thepurpose of this paper is to study how mothers， wives and daughters are represented 

in Shakespeare' s romances， Pericles， Cymbeline， The Winter's Tale and The Temρest， which were 

written and performed in early modern England. What relation do they have to their fathers， 

husbands and sons individually? How do mothers take part in pregnancy， childbirth and bringing 

up their children ? 

There are few mothers in Shakespeare' s plays. It is true that this phenomenon can be explained 

by the fact that boy actors who played the female roles found a great difficulty in playing mothers 

on the stage， but ideological and cultural reasons must have deeply affected the least importance of 

mothers' role in the plays. 

After the revival of some“undesirable" mothers， a“wicked" mother in Rαmlet， an influential 

mother in Coriolanus， and a marvelous mother/wife in Antony and Cleotatra， Shakespeare's romances 

are in need of“ideal" mothers， wives and daughters from the standpoint of absolute patriarchy. 

The ideology of patriarchy was promoted in the reign of King James 1， after Queen Elizabeth 1 

who govemed standing aloof from the gender system of the period. 

Pericles is a play in which the protagonist seeks his wife and daughter 'who are completely free 

from sexuality. In Cymbeline Imogen， a chaste daughter loses the right to succeed to the throne， 

while her brothers found after being missing in their childhood come to be the heirs of kingship. 

The Winter's Tale describes how to deprive mothers of the role of bringing up their children and 

have woman' s sexuality in man' s control. Colonial discourse is closely related to the description of 

a conquered mother and a chaste， obedient daughter in The Tem抑st，Shakespeare' s last play. 

We can conclude that Shakespeare' s romances aim at establishing man' s identity and enlarging his 

territory， while excluding mothers， wives and daughters from every important aspect of society by 

means of a strategy of containment. 

【キイワード】 femalebody， female sexuality， pregnancy， child birth， up bringing 

シェイクスピア劇では，母は不在である場合が圧倒

的に多い.シェイクスピア当時の劇は男性によって演

じられていたために，女性を演じる少年俳優にとって，

母親役を演じるのは困難であったに違いないというよ
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うな物理的事情だけでこの事実を説明し尽くすことは

不可能であると忠われる. Cleopatra (クレオパ卜ラ

[Antony and Cleo知的『アントニーとクレオノミトラ~J)

のような，女王であり，恋人であり，妻であり，母で
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ある存在感の大きな女性1の登場後， ロマンス劇では

再び母は影を潜め，舞台での出番を少なくされたり，

あるいはまったく登場を認められなくなる.Pericles 

(~ペリクリーズ~)では生みの母と養母， Cymbeline 

( ~シンベリン』では義母， The Winter's Tale (~冬

物語~)では母が登場するものの，シェイクスピアの

最終劇とされるTheTempest (~テ γ ペストJ])では母

は登場しないどころか，女性登場人物はただ一人とな

る.その一方で，男性登場人物，特に権威や権力をもっ

た男性登場人物の台詞には妊娠@出産に関わる表現が

頻繁に見られる 2

こうした現象だけを見ても，母にたいするある特定

の見方がロマンス劇には存在すると考えられる.近代

初期に執筆・上演されたシェイクスピアの最後の作品

群であるロマンス劇(執筆年順に『ペリクリーズ~，

r シンベリン~， ~冬物語J]， ~テンペスト~)において

母，妻，そして娘がどのように表象されているか，父，

夫とどのような関係を形成しているかを， I妊娠・出

産」と「養育」といった女性の身体とセクシュアリティ

に関わる事柄をを中心に考察することが本稿の目的で

ある.

1 rrペリクリーズ』

『ペリクリーズ』にはPericles(ペリクリーズ)と

Thaisa (セーザ)夫婦，そして彼らの娘Marina(マ

リーナ)が登場するものの，三者が初めて一同に会す

るのは最終場面においてである.家族という形態はこ

こでは最初から崩壊しているのであり，最終場面に向

けて，あるいは，至って初めて家族が形成される.ペ

リクリーズ自身は海上を船で各地へ移動して，妻を求

め，娘を捜す.この劇は，言わば，Ht.αmlet(~ハムレッ

ト~)において復活した“wicked woman" としての

妻にして母，Coriolanus (~コリオレーナス~)の強い

母，先述のクレオパトラ， これらに代わる母，あるい

は妻，そして娘を求めてさ迷う男性の物語なのである.

別の言い方をすれば，父や夫としての男性の確立に都

合のよい母，妻，そして娘とは何かを尋ねる劇である.

理想、の妻を求めて， Antioch (アンティオケ)の王

Antiochus (アジタイオカス)とその美貌が世界中に

聞こえわたる王女を訪れたペリクリーズに，次の難問

が出される.

I am no viper， yet I feed 

On mother' s flesh which也dme breed. 

I sought a husband， in which labor 

I found that kindness in a father. 

He's father， son， and husband mild; 

I mother， wife-and yet his child. 

How they may be， and yet in two， 

AB you will live， resolve it you. 

CPericles， 1.1.64-71) 3 

この難問に答えられなかったために殺された求婚者た

ちは，その存在を否定@抹殺されて晒し首となってい

る.怪物スフインクス自身の姿とその謎の問いにも似

たこの難問は，アジタイオカスと娘の近親相姦関係を

答えとする.自分の娘である王女の体を求めたのは，

妻を失った父王アンタイオカスの欲情であるにもかか

わらず， この間いのなかの“ 1"は王女であって，父

娘の近親相姦関係の意志と責任は娘に置かれている

(“sought， "“found") . しかも娘は名前が明らかに

されておらず，女性に一般化されている.冒頭場面の

この難問に含まれる禁忌的父娘関係は，否定すべきも

のとして劇世界全体を支配し，ペリクリーズが放浪の

旅で獲得する望ましい男性の姿，そして，彼が求める

望ましい妻や娘の姿と鋭く対立する.女性によっても

たらされた混乱した父/夫と娘/妻の関係，晒し首の

求婚者に見られる男性の抹殺が，劇展開の事の発端と

なり，最終的に何らかのかたちで正されて，あるいは，

糾されて収束するものと観客は予想する.換言すれば，

母，妻，娘が各々しかるべき姿をとり， しかるべき位

置にあって，理想、の妻と娘を求めるべリクリーズの旅

は終わりを告げるということが予想されるのである.

初期習作劇から続く母や妻の不在，男性の存在を危う

くする「望ましからざる」母や妻の登場の後， I理想

的な」母と妻，そして娘の探求が，変容と再生のシン

ボルである海を巡る旅というかたちで緊急性を帯びて

浮上する.スフインクスの問いを解いた結果，母親と

の近親相姦という罪を犯してしまい，その事実を知っ

た後，自分の日をつぶして旅に出る Oedipus(エディ

パス)の神話を我々は熟知している. したがって，否

定対象にすべきものとして描カ通れたこれまでの劇に登

場する女性像を極めつけのかたちで示すアンタイオカ

スのスフインクス的難問にたいする答えが分かったペ

リクリーズの旅は，美良難辛苦に満ちたものになるであ
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ろうと容易に予想される.ペリクリーズに求められて

いるのは，夫，妻，父，母，そして娘の関係の正常化

であるからである.

アンタイオカス父娘のおぞましい近親相姦の宮廷を

脱出したペリクリーズは， Tyre (ツロ)に帰国する

ものの，アンタイオカスからの刺客の追跡をかわすた

めにTharsus(タルソ)に逃れ， Pentapolis (ペγタ

ポリス)に流れ着く.そこで， Simonides (サイモニ

ディース)王が娘セーザの夫を選ぶために開催した槍

試合に勝利を収めたペリクリーズは，彼女と結婚する.

しかし物語はこれで終結するのではない.シェイ

クスピア劇において自己の意思を持つ女性はそのまま

無事にすむことがないのは，我々にとって既に馴染み

となっている.父王の意見を伺う前にペリクリーズと

の結婚に積極的な態度を示したセーザは，ツロに向か

う船上での出産の際に「死亡」しその亡骸は箱に入

れて海に流される.妊娠と出産という女性の身体のみ

に可能な機能は語られるかたちで、提示され，出産とい

う機能を果たせば，女性はこの世から排除@抹殺され

る.セーザ自身の母親の存在も舞台から消されている.

つまり，女性の身体とセクシュアリティに緊密に関係

する側面，あるいはその子供と関わる側面は表面から

退けられているのである.女性の妊娠と出産という機

能は父系血統社会の維持・存続のために必要とされる

が，それはあくまでも父や夫の主導権のもとに求めら

れるのであり，女性の自由意志やセクシュアリティは

抑圧される.父の権威に逆らって，あるいは，その権

威から離れて，結婚しようとする女性は，既にluliet

(ジュリエッ卜 [Romeoandルliet])やDesdemona

(デズデモーナ[Othello]) に例を見，また，続くロマ

ンス劇， ~シンベリ γ』の Imogen (イモージェ γ)

に見られるように，死を経験して自由意志による行動

への「償い」を果たすか，父の権威と優位を認めるか，

いずれかの試練・選択を課される.近親相姦の罪にま

みれたアンタイオカス父娘に天誌が下ったとの知らせ

が届いた後も劇世界が展開するのは，この試練・選択

に焦点が合わされているからである.

女性のセクシュアリティと意志を強調しておいて，

「男性を惑わすJセクシュアリティと自由意志を持っ

た存在としての女性を排除・抹殺する戦略は，成長し

たマリーナを登場させる際にも見られる.母と「死に

別れJ，父と生き別れたマリーナが遭遇する危機は 4

幕と 5幕全体を占める.シェイクスピアの女性登場人

物は母ではなく，父に育てられることが多いのだが，

マリーナは父からも離されて養母であるタルソの太守

の妻， Dionyza (ダイオナイザ)に殺されそうになる.

養母は専らその邪悪な面のみが強調され，マリーナ殺

害計画に太守の Cleon(クリオーン)は関知しないか

たちで劇は展開する.民話で繰り返される継子いじめ

や継子殺しの罪は常に継母に帰され，父は全く知らな

いというパターンがこの劇でも踏襲されている.

マリーナは Mytilene(ミティリーニ)の淫売屋と

いう，女性を性の対象，消費される商品として見なす

場所に売られる.ここでも，淫売屋のおかみの悪媒な

性格が強調され，また女性とセクシュアリティが緊密

な関係にあることが，繰り返し極端なかたちで、提示

される.一方，マリーナはそうした存在としての女性

とは全く無縁の女性であることが過剰なまでに表現さ

れる.あたかもそういうマリーナによってのみ，男性

原理に基づく社会において女性に割り当てられた悪が

浄化できるとでも言うかのようである.マリーナの客

として登場しながら，太守Lysimachus(ライシマカ

ス)がまったく汚れがないかのように扱われる一方で，

技芸(歌，踊，刺繍)と知識に優れ，客を悔い改めさ

せ，売り物としての性をもっ存在からいかにかけ離れ

ているかにマリーナ描写の強調点が置カ通れている.度々

女神に喰えられ，あるいは，女神の名前をもって言及

されて，純潔の象徴的存在にまで高められたマリーナ

が，妻と娘を「失ってJ以後心を閉ざしてしまったペ

リクリーズの心を和らげるに至って，父と娘の再会が

果たされる.マリーナは，ペリクリーズが求める乙女

の姿となって，すなわちアンタイオカスの娘と対照的

な存在として現われ，ペリクリーズのいわば男性とし

ての社会復帰を可能にするのである.

ペリクリーズはマリーナの気持を確認することなく，

彼女をライシマカスの妻として与えると言う .Measure 

for Measure (~以尺報尺j])の終幕における Isabella

(イザベラ)への公爵の求婚に見られたのと同じく，

自分の管理下にある女性の結婚について有無を言わさ

ぬ権力者の姿がここでも見られる.父の権力を持った

男性によって結婚というセクシュアリティに関わる事

柄が決定されてしまい，女性が純潔を守る苦労の果て

に黙してそれに従わざるえをえない状況は，問題劇で

もロマンス劇でも変わらない.
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続いて，ペリクリーズ，マリーナ父娘と「死んで」

海に流されたセーザの再会が最終的に実現する.セー

ザは淫売屋に売られたマリーナとは対照的に純潔の女

神ダイアナに仕える亙女となることによって，セクシュ

アリティとは無縁の存在となる.女性は聖と俗，二極

に懸隔した場所に置かれるのである.自分の意志によ

る結婚，その結果としての妊娠・出産という女性の身

体とセクシュアリティに関する事柄から脱するために

14年の歳月を必要とし，一度「死んでJ，その後潔斎

することが彼女に求められたのである.ジュピターの

頭部から生まれたとされ，純潔と狩猟を守護するダイ

アナ女神は，男神が女神に代わって産むという力をも

含む力を得て全支配権を掌握するに至った過程の，あ

るいは，妊娠・出産機能さえをも女性から奪って自己

のものとして占有したいとする男性の，象徴的存在で

ある.女性の純潔と貞節こそが男性原理に基づく人間

社会の安定と幸福のために最重要，かつ不可欠な条件

とされ，それがあってこそ男性による支配が確固たる

ものになる様が最終幕において明確にされる.別の言

い方をするならば，女性のセクシュアリティにたいす

る男性の管理・支配こそが，男性中心社会の要諦であ

るとされている.常に本国を留守にしたまま，妻と娘

を求める旅に出て領主としての責務を果たすことがで

きなかったペリクリーズは， 自らはアンティオケ， タ

ルソ，ペンタポリスでの経験によって知，徳，武に優

れた人物となり，同時に理想の姿を獲得した妻と娘に

再会して，アンタイオカスの難問を文字どおり「解い

て」混乱を正した後に，領地に戻ることができるので

ある.~ペリクリーズ』は，男性のアイデンティティ

確立のために女性の身体とセクシュアリティをいかに

管理するか，についての物語なのである.

II Wシンペリン』

舞台は，古代ローマ帝国初代皇帝AugustusCaesar 

(オーガスタス・シーザー)の支配下にあるブリテ γ

島に置かれている.王女イモージェンが父の許しを得

ないで身分下の男性と結婚したために， Cymbeline 

(シンペリン)王の王国と王家における家長権が侵さ

れた時点から始まる.こうして，劇は，強大な帝国の

支配を受けた属国の統治権，王位継承問題，セクシュ

アリティ管理の有り様を，紀元前の古代ブリテ γ時代

に置くことによって，根源的に問おうとする.

『シンペリン』において登場人物が辿る軌跡を図式

化すれば，男性登場人物が勝利と中心を占めるに至る

のに対し女性登場人物に共通するのは，周縁化，あ

るいは，排除@抹殺されて，事の決着が計られるとい

うことである.男性と女性に割り当てられた軌跡に働

くヴェクトルは互いにそれぞれ逆方向を向く.

そもそもイモージェンの母も，彼女の結婚相手であ

るPosthumus(ポスチュマス)の母も，産祷の床で

死んだことになっている.当時，出産は母となる女性

の命を危険に陥れるものであったとは言え，子は生ま

れ落ちて母の身体から別れた瞬間に，あるいは乳幼時

の時点で，母から引き離される.つまり，母は子を産

んだという事実と養育権を最初から，あるいは子供が

まだ幼い時期から剥奪されている.一方，シ γベリ γ

のJ息子たちは，シ γベリンの仕打ちを怨んだBelarius

(ベレーリアス)によって幼児期に誘拐され，社会か

ら隔絶した山中で男手ひとつで立派な若者に育てられ

る.そういう彼らが戦功をたてた後，シンベリンと父

子の再会を果たす.彼らは，野にあって男性だけの生

活を送り，男性として称えられる行為の末，宮廷とい

う中心社会へ戻って，直系男子王位継承者となるので

ある.

イモージェンは自分の生命と貞節を守るために男装

し，宮廷を離れて旅に出る.名前をフイデーリ

(Fidele [Fidelity に由来J)と名乗る彼女の行動の端々

には，女性であることが随所に覗われ，彼女の変装に

は， Portia (ポーシャ [The凡1.erchani0 f Venice ~ヴェ

ニスの商人~J) やRosalind (ロザリンド [AsYou 

Like 刀『お気に召すまま ~J) のような自己の意思に

よる男性の領域への越境は見られない.彼女はベレー

リアスと兄たちの料理番であり，後に仕えるローマの

将軍には「乳母のように尽くすJ(5.5.88). 男装の彼

女にはそれ以前の彼女に見られた強い意志は消え，他

の人々の同情を買ったり，あるいは，傷つきやすく弱

い存在，“marginalizedfrail waif" (Shapiro 198) 

となる.男装により力を得たり，男装を経て再生する

という他の男装女性人物が辿るパターγは，イモージェ

ンによっては踏襲されず，男装と現実の彼女のあいだ

の議離は著しくなるばかりである.王妃の毒薬によっ

て仮死状態に陥るのも彼女ただ一人である.父王の望

みに逆らって結婚した一人娘には過酷な試練が課され
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るのである.生命と貞節の危機に晒され，それを克服

した後，イモージェンは晴れて結婚を認められるが，

兄たちの出現によって王位継承権を喪失する.

イモージェンの貞節が最大の危機に見舞われるとき，

つまり，ポスチュマスとの賭けに勝とうとする Jachimo

(ヤーキモー)の姦計によって，寝室に忍び込まれる

場面とその貞節を疑われる場面が窃視的描写で延々と

語られる (2.2，2.4) とき，劇のタイトルにもかかわ

らず，イモージェンの貞節が主題になっているのでは

ないかとの錯覚さえ観客は抱く. しかも，その描写は

極めてエロティックであり，イモージェンの寝室とい

う私的領域と彼女の身体は細部に至るまで，男性登場

人物と観客の視線と聴覚に過剰に晒され，対象化され

る.属国ブリテンの女性であるイモージェンは主体か

ら客体へと変換されて，帝国の中心イタリアの地で男

性たちに物として領有・消費されるのである.この間，

舞台上のイモージェ γは男装しているのであるが，男

装の下の女性の身体，実際は少年俳優では表現し尽く

せない女性の身体がこれほどまでに晒されることは，

シェイクスピア劇では他に例を見ない.あたかも女性

という存在は身体とセクシュアリティのみからできて

いるかのように，語られ，規定される. Gertrude 

(ガートルード [Hamlet])やデズデモーナの貞節を

問題にしそのセクシュアリティを抑圧しながら，そ

の身体とセクシュアリティについて鏡舌なまでに語る

のと同じである.イモージェンはヤーキモーに犯され

たのではないが，晒された彼女の身体は観客とローマ

帝国の男性に「犯されている」と言っても過言ではな

い.彼女が少年に変装しでも，また，ヤーキモーから

逃れたとしても，その女性性は繰り返しかっ，詳細

に強調されるのである.父王の望みに反する伴侶を自

分で選ぶという，家父長制のもとで娘に許されない行

為の主であるイモージェ γは，徹底的に女性化され，

交換商品化されるのである.

一方， この劇におけるもう一人の女性登場人物，

f四六時中何かを企んでいるJ(2.1.59)王妃には，

すべての悪が転嫁される.王妃の連れ子， Cloton 

(クロート γ)，つまり，父親か父親に代わる男性で

はなく，母親に育てられた男は，まったく無能，不徳

の人物として表現される.また，ポスチュマスとイモー

ジェン，そしてシンベリ γを毒薬で殺害して，クロー

トγを王位に就けようとする王妃は「ずる賢い魔女の

ょうJ(2.1. 52)であるとされる.さらに，王妃が主

導するローマ帝国への反抗は，自国ブリテンの自主・

独立を求める行動として，当然視されて然るべきもの

であるにもかかわらず， ローマへの貢ぎ物を怠ったの

は，王妃に唆されたためで、あるとシンベリンは弁明す

る.ここで優先されているのは，帝国の論理である.

女性に罪を負わせる態度は，戦争という領土拡張行為

に加わらない，あるいはそれに反する行為を行なう性

として，女性を排除・抹殺する方向に向かう.結局，

策謀が実らなかった王妃は狂乱の果てに自殺しクロー

トンはベレーリアスが育てたシンペリンの息子に殺害

され，その死体は頭部と胴体を切り離された姿で舞台

上に晒される.人体と国家の関係についての当時の観

念，比喰を思い起こせば，こうしたクロートンの身体

の提示方法がもっ意味は明らかである.r悪いJ母が

育てた息子クロートンには国家の頭たる王の資格はな

く，彼の支配によっては国家は十全なかたちをなしえ

ないということである.

「仮死J状態から目覚めたイモージェンが，首なし

のクロートンの死体をその外衣から夫の死体と間違え

て取りすがって泣く姿が舞台に見られるとき，観客の

失笑と同情を同時に買うのは確かではあるが， うち捨

てられたイモージェンの置かれた状況が鮮明に示され

る.先述したとおり，彼女自身は男装しでも女性の領

域に止まっているのに，クロートンの「変装」を見抜

けないまま彼と一体化して，彼と同様に王位継承資格

に欠けることが，身体をとおして示されていると解釈

できる.

こうして，女性を貞節の観点からのみ描くか，すべ

ての悪の在処として断罪するか，いずれかの方法でそ

の限定された領域内に閉じ込め，王位継承権から排除

することに劇は成功する.そして，王妃に支配されて

その言いなりになっていたシンペリン王は，王として

の彼自らの資質と器量を不問にされたまま，地位の安

泰を確保し，王位継承者の息子を得る.一度はすべて

(妻，娘， 2人の息子，再婚した妃，妃の息子)を失っ

た後で，彼は再び、息子たちと娘を手に入れるのである.

そのとき，彼は次のように言う.

0， what，創n1 

A mother to the birth of three? Ne' er mother 

Rejoic' d deliverance more. (5.5.368-370) 
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シγベリンには母親としての女性の役割をも与えられ

ていることになる.ポスチュマスの夢のなかに現われ

るジュピターの台詞，“Whombest 1 love， 1 cross; 

to make my gift， / The more delay' d， delighted." 

(5.4.101-102)は， この劇の男性登場人物が辿る軌

跡を示したものである.イモージェンはポスチュマス

との結婚を果たすけれども，彼女の王位継承権は消失

し， I値打ちを下げたかたちでJ(3.6.76-77)結婚す

るのであって，厳密にはジュピターの台詞の適用範圏

外にいる.神話におけるジュピターの勝利と最高神と

しての地位確立こそは，女性にたいする男性の完全な

勝利を象徴するものであることが思い出されるだろう.

帝国と男性による支配，そして女性の排除が完成する

ことによって万事が落ち着くかたちで，劇は終わる.

この状態が，夢から覚めたポスチュマスの側に置かれ

ていた書物に書かれた言葉，“Britainbe fortunate 

and flourish in peace and plenty!" (5.4.144)の

意味なのである.

イモージェンの「不倫」を知ったポスチュマスの憤

怒と呪誼は， 2幕 5場全体を占める (2.5.1-35) ほ

ど長く激し¥..¥.そこには，子の正統性への疑義，そこ

から導き出される女性への嫌悪，対照的に男性の完壁

性が，つまり，正統性，女性嫌悪，女性差別が一体と

なって述べられている.女性蔑視と妻への強い疑惑は，

この台詞があらゆる点において賞賛の的であるポスチュ

マスに与えられているところから，当時の男性の一般

的心情を表わしたものと考えられる.こうした思いを

ポスチュマスに抱かせるに至った悪党ヤーキモーが最

終的に許されるのにたいして，女性は男性によって女

性に定められた領域内に閉じ込められ，あるいは，抹

殺される.女性の貞節を犯そうと企み，妻にたいする

夫の疑念を掻きたてた男が許されるという事態は，ポ

スチュマスの感慨の根の深さと一般性を示す.罰の対

象になるのは，犯した男性の側で、はない.一方，犯さ

れ，貞節を失った女性への断罪は厳しい.女性の行為

は，特に男性支配に少しでも抵触する行為は，断罪さ

れる.女性には，死か，家父長制社会が要求する女性

の枠内に戻るか，いずれかしか認められないのである.

シェイクスピア劇に登場する女性人物のなかで，イ

モージェンが英国において伝統的に最も人気があると

いう事実をここで考える必要があるだろう.男装した

イモージェンが自覚的に述べる次の台詞は，男性優位

の社会において後継をめぐって女性が置かれた位置を

的確に表現している.

If brothers: would it had been so， that they 

Had been my father' s sons， then had my prize 

Been less， and so more eq_ual ballasting 

To thee， Posthumus. (3.6.75-78) 

彼女は男装を利用して男性と渡り合ったり，女性にた

いする管理を拒絶するような行為に走ることは決して

ない.戴難辛苦に満ちた経験のなかで決して女性性と

貞節を失わず，時機到来を忍耐強く待ち，慎ましやか

に身を引きながら愛を貫く彼女こそは，英国において

近代初期に始まり19世紀に頂点に達する，世界におけ

る覇権を求め，飽くことなく領土の拡張を目差す帝国

主義が理想として望んだ女性像であることを示してい

ると言えるだろう.wシンペリン』では，紀元前のブ

リテンから16世紀初頭の英国を経て現代まで連綿と続

く男性原理に基づく社会において女性が一貫して置か

れてきた，あるいは，求められてきた姿を，イモージェ

γと王妃，彼女たちをめぐる人物をとおして見ること

ができる.

III Ir冬物語』

『冬物語』の事の発端は， Sicilia (シチリア)王

Leontes (リオンティーズ)の妄想による根深い嫉妬

と妻Hermione(ハーマイオニ)の貞節への疑念であ

る.女性の貞節を問題の中心に据えている点において，

この劇は『ペリクリーズj]， Wシンベリ γ』と同じであ

る.妻と母，そしてその子供(息子，娘)が置かれて

いる状況も基本的に変わらない.すなわち，女性は，

尼僧院，淫売屋，牢獄，棺，中心から離れ社会から隔

絶した場所などの違いはあるものの，特定の場所に閉

じ込められ，子供は幼くして母から引き離される.事

の真相が明らかになるまで，苦難・逆境に耐えるのも

女性である.女性をめぐるこうした状、況の一因は，宗

教改革以後，家長の権威が強化され，教会人に代わっ

て，家長たる男性に家族の宗教的・倫理的指導者の役

割を求めたことに起因するであろう.James (ジェイ

ムズ)一世は自らを国民の父と称して，国家と家庭を

平行して捉え，各家庭における父の存在の権威づけに

寄与したのである.ロマ γス劇の各王家における家庭
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問題がただちに国家の問題と直結するのは，こうした

事情によるものと思われる.

r冬物語』における当の女性ハーマイオニは， 1幕

2場において身重になった姿で、登場する. しかし，男

性の身体には不可能な，豊鏡を表わす女性の身体とセ

クシュアリティのこのような提示は，すぐさま問題の

対象にされる.彼女はBohemia(ボヘミア)王Polixenes

(ポリクシニーズ)との間を夫リオンティーズに故な

く疑われるのである. しかも，ポリクシニーズ自身，

彼女と(劇には登場しない)自分の妻の存在を危険視

する台詞を原罪と絡めて述べる(1.2.66-82).i裁判」

により魔女と判断された彼女は，王妃の座を追われる.

罪人となった彼女は，すべてを剥奪され，身重である

にもかかわらず， もっとも過酷な空間の一つで、ある牢

獄に閉じ込められる.女性を排除@周縁化しようとす

る動きは，妊娠@出産と絡んで、提示されるこの劇にお

いて極限的な様相を帯びる.ここには妊娠・出産とい

う状態や行為をことさらに隠蔽しようとする意図が働

いていて，女性とセクシュアリティの関係を如実に示

す妊娠した身体で一旦登場するハーマイオニは，舞台

から排除される.さらに，ハーマイオニは既にいる子

供， Mamilli us (マミリアス)からも引き離され，そ

の養育に関わることを拒絶される.その理由をリオン

ティーズは次のように述べる.

Give me the boy: 1 am glad you did not nurse him. 

Though he does be訂 somesigns of me， yet you 

Have too much blood in him. (2.1.56-58) 

妻/母の刻印が子供のなかで優位を占めることは，夫/

父の否定となり，妻を夫の所有物であるとする男性に

とって認め難いというのである.

産むという女性にのみ可能な行為，すなわち子供が

男性からではなく女性から生まれるという事実にたい

して，男性の側は不安と苛立ちを覚える. しかも，出

産において女性が自己の体験として「母であること」

を確認できるのに， i父であること」を確認できない

男性の不安も増大する.つまり，男性は出産において

自分が主体ではないことに憤りを感じ，女性の存在そ

のものに抜き難い疑念を感じてしまうのである.女性

の生殖器官は男性の生殖器官の不完全な変種であるゆ

え，性のハイアラーキーにおいて男性が優位を占める

とされていたのは事実であるけれども，問題は男性が

抱く ‘cuckoldry' への不安と父系の不確実性である.

妻を自分の所有物としておくことができず，よって自

己の存在そのものをも脅かされるのではないかとの異

常なまでの不安を抱く男性側の思いが，他のシェイク

スピア劇同様ここにも見られる.

その一方で， ~シンペリン』の場合と同様に，女性

の身体を男性の目に晒して，管理し，あるいは，欲望

の対象として消費することで，男性の主体としての位

置確認を計ろうとする.当時‘witch'4とされるのは，

圧倒的に女性が多かったという事実は，こうしたこと

によると考えられる. リオンティーズは，身重の，そ

して身重であるが故にハーマイオニにたいして最初か

ら有罪が確定している異端審問，あるいは魔女裁判と

同じ公開裁判を行なう.そこではリオンティーズは告

発者と裁判官の両方を兼ね，権力の所在が王にして家

長である自分にあることをを見せつける.当局が一度

異端者や魔女と腕んだ者には，惨めで、恐ろしいかたち

で身体を衆自に晒すあらゆる拷問と火刑という過酷な

運命，身体への執劫，かつ残酷な攻撃と抹殺が待ち受

ける.性の客体としての女性の身体が出産において主

体に転化するとき，再びそれを客体に疑めて衆目に晒

し同時に男性権力の圧倒的な強さを，身体をとおし

て，公開の場において周知徹底させようとする.

ハーマイオニは子を産み，育てるという母としての

行為を認められない.女性を母という存在にのみ縛り

つけて自由を奪うというのではなくて，母としての存

在さえも認めることを拒否するのである.“child-bed

privilege" ( i産祷の特権J3.2.103)を奪われたハー

マイオニは次のように抗議する.

h在ysecond joy 

And first-fruits of my body， from his presence 

I創nbarr' d， like one infectious. My third comfort 

(Starr' d most unluckily) is from my breast 

(The innocent milk in it most innocent mouth) 

Hal'd out to murther; (3.2.96-101) (下線は筆者)

リオンティーズの論理においては，女性の身体は，貞

節(夫への忠節)，すなわち男性の性と生殖行為の対

象として，あるいは，その逆に不貞(夫への裏切)の

在処である懲罰の対象として存在するのであって，ハー

マイオニが言う，子を産み育てるという女性の身体が

主体的にかかわる行為は認め難い.“woman" という
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語は，“chastity"の存在@欠如と同義語関係にある

とされている (Traub25). 

しかし， w冬物語』では，産み育てる力を女性から

奪った父の側の力は， リオンティーズが思うほど強大

ではない.母から引き離されたマミリアスは，母の状

況に心を痛めて死ぬ 5 Perdita (パーディタ)は母の

みならず，父リオンティーズからも引き離されるが，

彼女を捨てるように命じられたAntigonus(アンティ

ゴナス)は命を落とす.また， リオ γティーズは 3幕

2場において既に改俊している.つまり，この劇では

母や女性の力を凌駕する父や男性の力の強大さではな

く，むしろ別の力による回復力が示されている.パー

ディタは羊賞品、父子に育てられ，卑しい身分に置かれ

たにもかかわらず，無垢のうえに本来の生まれに備わっ

た優美さが加わる.牧歌的空間がもっ回復力がパーディ

タを理想、の女性として育て上げ¥宮廷という空間を批

判すると同時に，そこに生気を送る.一方ハーマイオ

ニはPaulina(ポーリーナ)に匿われて，遂には一見

超自然的な方法，実際にはポーリーナの献身的配慮に

より蘇る. リオンティーズの命令によりパーディタを

捨てた際に死んだ夫とは対照的に，ポーリーナは「献

身j，I看護j，I回復力」を示す女性として登場してい

る.

だが，そこにはもう一つの巧みな戦略が隠されてい

る.自然のもつ治癒力は女性に擬えられることが多い

のだが，パーディタが育てられる牧歌的空間には母は

いない.それどころか，かつて宮廷に仕え，再び宮廷

に復帰したし、と願っている Autolycus(オートリカス)

なる狭猪で変幻自在の人物に撹乱され，商取引に汚染

された非牧歌的空間となる. しかも， この空間は通過

地点でしかない.そして，強調点はパーディタの純潔

に置カ通れている.ポーリーナによって「再生」するハー

マイオニは， 16年間に及ぶ死んだも同然の生活ののち，

生身の人間ではなく，石像として舞台に提示される.

つまり，欲望，感情，感覚は，一度石のなかに閉じ込

められ，セクシュアリティの要素は払拭されている 6

ちょうどセーザが「死んだ」後， 14年間7にわたって

ダイアナに仕える亙女の生活を課されたように，そう

したかたちでしかハーマイオニの「再生」は許されな

いのである.男性には保証されるあらゆる欲望を現実

の女性からは奪い去ることと，忍耐と貞節を象徴する

女性の像を崇めることのあいだには，男性の手前勝手

な論理が見え隠れする.像となった女性は，現実の女

性に範を垂れ，彼女たちの欲望の管理抑圧に貢献する.

処女にして母である聖母マリアの像が現実には存在し

えない女性の規範として視覚化され，現実の女性に女

性であるがゆえの自分の「罪」の深さを認識させる機

能を果たしたのと同じ役割を，ハーマイオニの石像は

劇場という空間において果たすと考えられる.隔離さ

れた生活，そして石像には，牢獄と同じく非人間的な

要素が強く，ハーマイオニの「再生」には，出産につ

きものの血の臭いは消されている.I再生」したハー

マイオニは，たとえその顔に生身の人間の老化を示す

簸があろうとも，貞節と忍耐を象徴する規範的存在と

して提示されていることに変わりはない.あるいは，

簸のある石像である故にこそ，永遠に若くて美しい超

現実的な聖母マリアの像とは違って，観客である一般

の女性に身近さをおぼえさせ，規範としての強い影響

力を及ぼすのである.

絶対的な力を持っかに見えた父の力は一度否定され

るが，最終的には自然や超自然の力も夫や父の力に奉

仕・貢献し貞節で忍耐強い妻と純潔無垢な娘はそれ

ぞれ夫や父のもとに返される.同時に男性どおしの友

情が再確認され，パーディタとポリクシニーズの息子

Florizel (フロリゼル)との結婚により王位継承問題

も解決する.女性は男性の勝手な妄想によってその生

命と名誉が危機に晒されるのだが，問題の発端となっ

た男性そのものの生命や王位が揺らぐことはまったく

ない.苦難の道を辿り，耐えるのは女性の側である.

すべてが父や夫の力の再確認のために動員され，以前

にも増してその力を強化する.ハーマイオニとの聞に

女性どおしの共同体を作ることによってハーマイオニ

復活の陰の力となると同時に，歴史・文化において女

性に割り当てられてきた，あるいは女性が生まれなが

らに持っているとされてきた「看護j，I献身Jを示す

存在として登場するポーリーナの再婚話を半ば命令的

に提案することによって，ポーリーナに救われたリオ

ンティーズは，最終場面で再び主導権を取り戻す.男

性には権力，権威を，女性には貞節，純潔，無垢，献

身，忍耐を割り当てることによって，世界は再構築さ

れる.最終場面のハーマイオニからは劇当初の快活さ

は失われ，パーデ、イタにたいしては慈愛， リオンティー

ズにたいしては従順の姿で示される.ハーマイオニと

ノミーディタ母娘は， リオンティーズが望むかたちで男
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性支配の社会に回収されたのである.いずれも観客の

注目を集める，身重の身体から「石像化した」身体へ

というハーマイオニの身体提示に見られる変化は?女

性のセクシュアリティ開花からその封じ込めへの移行

を， したがってリオンティーズの主導権の再確立と再

強化を極めて明確に視覚化している. リオンティーズ

の次の台詞をもって劇が終わることに注意を払う必要

があるだろう.

Good Paulina， 

Lead us from hence， where we may leisurely 

Each one demand， and answer to his part 

Perform' d in this wide gap of time， since first 

We were dissever' d. (5.3.151-155) 

この台詞は，当時周知の世界劇場のトポスに基づいて

いるものの，一旦表明した自己の責任を回避した表現

であることも確かである.この台詞の根底には，性に

よる役割分坦とその不可避性を確認しようとする意図

が抜き難く存在する.

N Irテンペスト』

シェイクスピアの最後の劇， Irテンペスト』では，

母が植民地言説と重ねて表象されている.主人公

Prospero (プロスペロ)とその娘Miranda(ミラン

ダ)のカウンターパート，ないしは彼と彼女のアイデ

ンティティを成立させる存在として登場するのは，魔

女Sycorax(シコラックス)とその息子Caliban(キャ

リパン)である.今やすっかり定着した感があるこの

劇の植民地言説に従えば，プロスペロは植民地征服者，

そしてシコラックスとキャリパンは被征服原住民，

ランダはプロスペロによって被征服異民族からその純

潔/純血を守られねばならない無垢の存在となる.あ

らゆる否定的価値を与えられているシコラックスとキャ

リパンが母と息子であるのみならず，被征服民として

設定され，一方プロスペロとミランダが父と娘である

と同時に征服者として設定されている事実は，すなわ

ち母とその子が被征服民の側に置かれ，父とその子は

征服者の側に置かれていて，その逆はありえないこと

は，極めて重要である.家父長支配の家庭，あるいは

国家における父や夫，それにたいする母や妻の位置は，

そのまま植民地における征服者と被征服者の関係にな

図 1 America， ca. 1580. Engraving by Theodor 
Galle after a drawing by Jan van der 
Straet (ca.1575). 
Photo: The Burndy Library， N orwalk， 
Conn. 

ることが明らかにされる.植民地化行為がレイプの比

喰で表現されることは当時珍しくなし、 8. 1" Amerigo 

Vespucci (アメリゴ@ヴェスプッチ)のアメリカ至日

着J(図 1)と題する絵も，征服者と被征服者の支配@

被支配関係をジェンダー，セクシュアリティ，人種差

別主義と絡めて，的確に表現している.娘であれ，父

の血統に属す者は，息子であれ，母の血統に属す者よ

りも優れているとする考えが， ここには見られる.故

意に母を排除，ないしは閉じ込める対象とした三つの

ロマジス劇の後， Irテンペスト』におけるキャリパン

の母，シコラックスは，その恐ろしい姿と所業の数々

が征服者プロスペロの口から語られ，彼女にとって代

わったプロスペロの支配を正当化，理想化させる口実

に使われる.彼女は，登場を認められないにもかかわ

らず，その異形の息子の姿をとおして，非常に恐ろし

い存在として観客に常に意識され，また，プロスペロ

の語りをとおして刺激される観客の想像力によって，

悪の化身として固定化される.つまり，この劇では，

母は排除されつつ，邪悪で忌み嫌うべき存在として顕

在化され，男性プロスペロの権力確立のために必要と

される.非存在として存在させられるとも言えるだろ

う.

シコラックスはアルジエリアという非ヨーロッパ，

非キリスト教圏の出身で， しかもそこからさえも追放

され，この無人島にやって来たとされている.ここに

は，大英帝国盛期に定式化される植民地の原住民にた

いするイメージの萌芽が既に見られる.シコラックス
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が支配するその島で精霊Ariel(エアリアル)は耐え

難いほど虐待・酷使され，プロスペロによって初めて

「救い出された」としヴ設定になっている.かつてシ

コラックスの召し使いであったエアリアルは，今では

フ。ロスペロの飢隷としてその魔術を行使する手先となっ

ていて，同じ過酷な主人であるにもかかわらず，征服

者，プロスペロには救済者のイメージが付与されてい

る.

父に連なる存在を肯定的にとらえるのにたいして，

母に連なる存在は，その姿，かたち，性質ともに邪悪

であるとされる.~シンベリン』において母に連なる

クロートンと同じく，キャリパ γも破壊と関連して表

象される.プロスペロが施す教育に容易に感化されず，

シコラックスの息子としての本領を発揮し折を見て

はプロスペロへの反抗を企て， ミランダの純潔/純血

を犯そうとするキャリバンは，悪として描かれる.彼

はその邪悪さを象徴するかのような怪物の姿を与えら

れ，“A devil， a born devil" (4.1.188)，“this 

demi-devil/ (For he' s a bastard one)" (5.1.272) 

(下線は筆者)と呼ばれる.

正統な Milan(ミラノ)の大公プロスペロは邪悪な

弟によりその地位を追われ，海に流された. ミラノの

大公としての彼の生活は為政者としては失格であった

にもかかわらず，彼は自分が今なお正統な支配者であ

ると信じて疑わず，元の地位への復帰に固執している.

キャリバンのいるこの無人島に漂流した彼は，全能の

絶対的権力者として支配し， i最高の師」となって娘

ミランダを養育・教育する.父によって育てられたミ

ランダは美しく心優しい完壁な乙女として設定される.

『ペリクリーズ~， ~冬物語』では娘の養育・教育は父

母の手から離れ，第三者に委ねられるのだが，この劇

では娘はただ父一人によって，他から隔絶されて，純

粋培養的に父の望むままに，すなわち従順で純潔であ

ることだけを求められて，育てられる.この劇におい

てミランダはプロスペロの“sexualbai t" (Leininger 

289) として従順にならざるをえず，彼女の純潔への

言及頻度は異常なほどに高い (Thompson172). プ

ロスペロはミランダの注意を何度も喚起しては，“I

have done nothing， but in care of thee/ (Of 

thee my de訂 one，thee my daughter) (1.2.16-17) 

と， くどいほどに繰り返す.父への絶対的信頼の強要

とそれに比例する母への不信がこれほど際立つた劇は

他にない.同じように祖国を追われでも，父は不当に

追われたとされるのに，母の場合は悪行の報いとして

当然視される.つまり父親の理想化と母親蔑視が表裏

の関係で表現されているのである.信頼すべき養育者

は父しかおらず，父が支配する空間は，他のロマンス

劇において乙女が置かれる周縁化された場所と同じで

ありながら，黄金時代を再現する可能性のある島の空

間として提示される. Gonzalo (ゴンザーロー)の言

う理想国論 (2.1.144-169)は，プロスペロの支配へ

のパロディとの解釈も可能ではあるが，この島を周縁

化された空間からそのまま理想の空間へと反転させる

機能をもっ.ちょうど英国がヨーロッパの辺境@屑縁

に位置しながら，“Thisother Eden， demi-paradise" 

(Richard U [ ~リチヤード二世~ 2.1.42J)の島と称

えられたのと同じように.

かつてのプロスペロの敵の息子Ferdinand(ファー

ディナソド)は，プロスペロが起こした嵐によって父

から離され，プロスペロという全能者のもとで奴隷の

ごとく絶対的服従を科された後，一目見て相思相愛の

仲になったミランダとの結婚を許される.~シンペリ

ン』の二人の王子同様，養父的存在のもとで教育され

ることが，男子が一人前の成人として認められる条件

とされているのである.自分の子どもを他家に預ける

一方で，他家の子どもを預かつて教育する当時の英国

独特の風習や，いわゆる後見制という制度においてそ

うであったように，父の役割を果たす男性への絶対的

服従が要求される.キャリバンがプロスペロに教化さ

れず，その命さえ狙うのは，あくまでもキャリパンの

性悪のためであり，プロスペロの側に責任はないとさ

れる.養父的存在に従わない者には徹底的な罰が科さ

れ(その際のプロスペロの怒りは尋常でない)，一方

従う者は認められる.

プロスペロとキャリパン以外の存在を見たことがな

いミランダは，ファーディナンドを“A thing divine" 

(1.2.419) と称え， Alonso (アランゾー)一行を，

実は旧世界から来た，プロスペロを追放した側の人物

であるにもかかわらず “o brave new world" (下

線は筆者) (5.1.183) と表現して感嘆する.旧世界は

すばらしい新世界に反転するのである.こうしたこと

から我々は，シェイクスピアが最後の劇で到達したの

は，旧世界にあたる帝国の領土・植民地拡張の営為を

称える当時の社会の支配的政策への讃歌で、あったと推
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論できる.つまり，白人中心，父権と男性原理中心，

それと表裏一体をなす被征服民抑圧，母親排除の世界

の肯定@強化である.この島の出来事は魔術による幻

影がなしたものであって，夢のごとく一瞬のうちに消

え去るものとして相対化されてはいるが，夢は記憶と

して登場人物と観客の脳裏に刻まれ，現実世界を支配

する.島の出来事を経たうえでなければ，故国でのプ

ロスペロの権力再掌握が不可能なのは事実である.家

父長制，植民地主義，人種差別主義，性差別主義，階

級制から成る権力支配，それが国家の確立・再生と緊

密な関係にあること，あるいはそれらを基礎として国

家は成立すること，そしてプロスペロの島はこれらの

ことが重複し合う空間であることが， wテンペスト』

において示される.そして，英国そのものも島国であ

ることがこの空間設定の前提となっていると考えられ

る.

多くの再生@起源神話において洞窟という子宮を象

徴する場所は，この劇では母ではなくて，プロスペロ

が奪った島における彼の本拠地となっている.母が登

場しないこの劇では，生命再生産の器官としての子宮

は男性の「生産力」に取って代わられていて，男性の

身体部分の生産力や豊鏡性への言及が多い (Thompson

173). プロスペロの台詞，“She[Prospero' s wifeJ said 

thou wast my daughter (1.2.57)" ([ ]は筆者)

にほのめかされている，女性の妊娠・出産にたいして

抱く男性の不安を解消するために，別の方法による豊

穣が約束されなければならない.プロスペロの命令に

よる妖精たちの豊穣讃歌の劇が洞窟の前で，また宴席

の設定が洞窟にもなる奥舞台で行なわれて，豊かな生

産力の源は女性の子宮から男性に移行される.

洞窟内で、は敵対関係にあった者のJ息子と娘で、あるファー

ディナ γ ドとミランダが，模擬戦争であるチェスゲー

ムをしているところが最終場面で提示される.ブァー

ディナソドの妻か，さもなくば彼の召し使いになると

言った (3.1.93-84) ミラジダは，ブァーディナンド

の指し手がずるくても， 20の王国を奪うためなら認め

ると言う (5.1.174).領土拡張をそのアイデンティティ

の拠り所とする男性を支える役目を与えられた女性の

位置づけのための論理が， この島で父によって純粋培

養的に育てられた女性，嵐に翻弄される船を見て涙を

流したはずの心優しいミランダによって意識せずして

述べられるという点は極めて重要である. この洞窟は，

生命再生産の主役としての女性の子宮の意味を喪失し，

男性と戦争の論理に支配されているのである.洞窟と

同じく再生を象徴する海を経由してプロスペロは元の

地位を確保し，娘ミランダとナポリ王国王子ファーディ

ナンドとの結婚によって支配国ナポリとの和平，将来

的統合を実現する.

植民地獲得競争のなかで海外進出を試みる諸国が列

強に対してとった戦略において王の娘に課された役割

をミランダも担うのである.娘は，競争相手国との和

平のために，あるいは同盟国との関係強化のために，

母を排除して父のみの独断によって，政略結婚させら

れる.列強聞の政治ゲームのために王女は養育された

といっても過言ではなし、 9 Wテンペスト』においては，

植民地獲得戦争において自己の存在証明を行なおうと

する男性を紡沸させる父によって娘の教育がなされる

点が重要である.子供は，被征服民と同様に父の管理

下に置カ通れて，父の考えを実現させるための道具とさ

れる. ミランダがファーディナソドを庇おうとすると

き，プロスペロは激怒する.

What 1 say， 

My foot， my tutor? (1.2.469-470) 

父は命令を下す頭，娘はその命令に従って動く手足と

する比輸は，父の絶対的権力と娘の隷属的地位を身体

によって表現している.wテンペスト』は，織烈な植

民地獲得競争のなかで，父/男性が国の内外において

母/女性の領域をも自己のものとしさらに権力を強

化していく様が，英国と同じ島という空間において展

開されている.そこでは洞窟や海という本来女性性を

与えられていた空間は男性に奪い取られ，覇権確立，

支配強化が再生の同義語として読み替えられていく.

すなわち，まさに女性であることの証明である身体器

官は男性に強奪されてしまっている.ロマンス劇の最

初の作品， wペリクリーズ』では男性主人公は理想、の

妻と娘を求めて海を紡復した後帰国したのだが，最後

の作品『テンペスト』に至って，男性主人公は男手で

理想の姿に育て上げ，その身体とセクシュアリティを

管理下に置いた娘によって，失われた地位と権力を奪

回する.シェイクスピアが最終劇で描いたのは，煩わ

しい社会からの静かな引退などではなくて，当時の相

関する諸々の支配的イデオロギーに満たされた生々し
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い社会の姿，そのなかでの男対女，夫対妻，父対母，

そして子供との力関係であったと言えるだろう.

Elizabeth (エリザベス)女玉川ま，処女であると同

時に， I英国の妻J，I国民の母にして，養育者」とし

ての自己イメージを印象づけることに心を砕き，自己

の地位の安泰と英国の内的，外的発展を計ろうとした.

家父長制の成立基盤である男対女の二項構造を超越し

た特権的存在として君臨する女王の支配下で，列強と

の戦争や植民地事業に自己のアイデンティティ確立を

賭ける貴族，廷臣は，男性性の屈折@萎縮を覚え，困

惑と苛立ちを感じたと考えられる. しかし女王の死

後， ジェイムズ王の治世において，家父長制の再強化

が計られ，支配する男性と従属する女性の区分は徹底

化される.さらに男性は産み育てるという女性の領域

をも女性から奪って自己のなかに取り込み，同時に，

前述したように， レイプの比喰で表現される領土拡張

や植民地事業拡大に励んだのである.彼らの男性とし

ての行為は，女性の身体とセクシュアリティを支配下

に置くことに他ならず，あるいは，置くことによって

成立するものであった.Ditchley (ディッティリー)

肖像画(図 2)に典型的に見られるように，エリザベ

ス女王の身体によって象徴され，女性性を付与されて

いたがために，攻撃の危険に晒された島国英国に男性

性を与えることが，列強に伍して拡張政策を取るうえ

で極めて重要であったと考えられる. ~テ γ ペスト』

は，シェイクスピアが喜劇作家としての地位を確立し

たAMidsummer Night's Dream( ~夏の夜の夢~ )に

おいて既に見られ， ~ハムレット』においてその姿を

益々鮮明にする，いわゆる“afantasy of male 

parthenogenesis" (Montrose[1996] 134)を，家父長

制再強化を計るジェイムズ王の統治下にあって極めつ

けのかたちで示した作品で、あると言えるだろう.

Mαcbeth (~マクベス~)において，魔女の予言，

“none of woman born/ Shall harm Mac beth" 

(lt必cbeth，4.1. 80-81)は，自然分娩ではなく，帝王

切開で生まれたMacduff(マクダブ)によるマクベス打

倒というかたちで実現する.そこでは，女性登場人物

と彼女らに繋がる男性子孫はすべて何らかのかたちで

死に，あるいは登場せず，男性登場人物のみが最後に

舞台を占める.つまり，王位は女性を排除したかたち

で継承される.シェイクスピアの四大悲劇最後の作品

図2 The (Ditchley' portrait 01 Elizabeth painted 

in 1592 to commemorate her visit to Sir 

Henry Lee， her Master of the Armoury， 
at Ditchley， Oxfordshire. 

で見られる王位と女性に関わるこうした状況は，その

ままシェイクスピアの最後の作品群であるロマンス劇

にも受け継がれていると言えるだろう.

rシジペリ γ』を除いて，ロマンス劇では王の血統

はその娘に受け継がれるのだが，その不可欠前提条件

として，妻の身体とセクシュアリティを夫の完全な管

理下に置き，娘の養育を母の手から父，あるいは父に

代わる存在の抑圧的な手に奪還し娘には徹底した従

順と純潔を強いる.そうすることによって，父系主義

の社会において男性が抱く「妊娠・出産」をめぐる不

安の解消を計ろうとする.女性の身体とセクシュアリ

ティを閉じ込め，あるいは排除し男性の管理下に置

くとし、う戦術によって，父や夫は，母や妻や娘にたい

するへゲ、モニーを掌握して安心を得ることができるの

である.いわゆるロマンス劇において実際に展開され

るのは，悲劇に登場する，夫や父に反抗して父系主義

を揺り動かす女性人物の排除，さらにはそこから進ん

で， I妊娠・出産J，I養育」という女性の領域への男

性の越境侵犯という極めて現実的な世界なのである.
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注

1 しかしそれゆえに最終的にエジプトを征服して

属国としたローマの男性と軍事を中心とした世界

が，非ヨーロッパの女王の国に示した圧倒的な強

さを認めざるをえないのも事実である.

2 Pericles 5.1.106， Cymbeline 5.5.368-370， 

The Tenψ'est 1. 2 .155-158. 

3 引用は， G. Blakemore Evans ed.， The Riarside 

Shakesteare， Boston: Houghton Mifflin， 1974 

に拠る.

4 'witch' という語は，古くは‘wizard' (魔術

師)にも用いられた.迫害された‘witch' には

男性(魔男)もいたけれども，その割合はどの地

域でも全体の 1'""'-'2割を超えることはほとんどな

かった(池上俊一22). 'witch' が‘female

witch' のみを意味するようになり， 日本語訳と

しても「魔女Jという語が定着していること事体，

‘witch' とされた女性への凄惨な迫害を物語っ

ていると言えるだろう.

5 Mamilliusという名には，母の身体，とくに乳房

との強い関係が含意されているために，死ぬ運命

に置かれているとする解釈がある (Traub44). 

6 Traub (45)は，ハーマイオニの石像を彼女の自

由奔放なセクシュアリティの比喰的包摂，物理的

奪取の表現と見る.

7 セーザとハーマイオニがそれぞれ娘と再会するの

に要する14年， 16年という期間は，丁度娘が成人

女性として結婚し夫の管理下に入るのに要する

期間であることは興味深い.娘は終始母を排除し

た世界に置かれているのである.

8 例 WalterRalegh. The Discoverie of the 

Large J Rich and Bewtiful Emtyre of Guiana 

(1596) 

9 ジェイムズ一世の娘で，父王が結婚相手として選

んだパラティン領主・選帝侯フレデリックと結婚

したエリザベスをミランダの現実世界におけるカ

ウンターパートとする見方がある. (Leininger 

285-287) 

10 エリザベス女王の身体とセクシュアリティ，男性

臣下・廷臣との関係については， Montrose(1986) 
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